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は じ め に



























の初稿を完成させた。そして 11月 5日から 1859年 7月 19日まで作曲にか
かり，同年 8月 6日にスイスのルツェルンで総譜を仕上げた。
『トリスタン』の背景にはヴァーグナーの個人的な体験があるとされている。









































⑶ Vgl. Richard Wagner : Lohengrin. Nachwort von Egon Voss. Stuttgart : Rec-
lam, 2015, S. 96.
⑷ Vgl. Richard Wagner : Tristan und Isolde. Nachwort von Egon Voss.
Stuttgart : Reclam, 2016, S. 113.
⑸ 三光長治監修『ヴァーグナー著作集①』第三文明社 1990年 339頁を参照。
⑹ Richard Wagner : Über die Bennenung Musikdrama. In : Dieter Borchmeyer
（Hg.）：Richard Wagner. Dichtungen und Schriften. Jubiläumsausgabe in zehn
Bänden. Bd. 9. Frankfurt am Main : Insel Verlag, 1983, S. 276.（以下ヴァーグ
ナーの著書とリブレットからの引用は，本全集に拠り，巻数，ページ数を付す。）


















































⑻ Richard Wagner : Tristan und Isolde. In : Borchmeyer（Hg.）：Dichtungen
und Schriften. Bd. 4. S. 18. リブレットの日本語訳は，高辻知義訳『オペラ対訳
ライブラリー ワーグナー トリスタンとイゾルデ』音楽之友社 2000年を参考に
し，執筆者が適宜変更を加えた。
⑼ Dieter Borchmeyer : Richard Wagner. Ahasvers Wandlungen. Frankfurt am























































⑿ Wagner : Tristan und Isolde. In : Borchmeyer（Hg.）：Dichtungen und
Schriften. Bd. 4. S. 21.




























⒁ Wagner : Tristan und Isolde. In : Borchmeyer（Hg.）：Dichtungen und


























⒂ Eva Rieger : Leuchtende Liebe, lachender Tod. Richard Wagners Bild der Frau
im Spiegel seiner Musik. Düsseldorf : Patmos Verlag, 2009, S. 102.
⒃ 石川栄作『トリスタン伝説とワーグナー』平凡社 2013年 188-193頁を参照。
⒄ 坂本鉄男『オペラ対訳ライブラリー ドニゼッティ 愛の妙薬』音楽之友社
2011年 5-8頁を参照。

























⒆ Hans-Joachim Bauer, Johannes Forner（Hg.）：Richard Wagner. Sämtliche

























⒇ Wagner : Tristan und Isolde. In : Borchmeyer（Hg.）：Dichtungen und
Schriften. Bd. 4. S. 40.
21 Vgl. Wagner : Tristan und Isolde. Nachwort von Egon Voss. S. 119.
22 Hans-Joachim Bauer, Johannes Forner（Hg.）：Richard Wagner. Sämtliche


























23 Wagner : Tristan und Isolde. Vorspiel. In : Borchmeyer（Hg.）：Dichtungen





















































25 Wagner : Tristan und Isolde. Vorspiel. In : Borchmeyer（Hg.）：Dichtungen
und Schriften. Bd. 4. S. 104 f.
26 三光長治・高辻知義・三宅幸夫訳『ワーグナー トリスタンとイゾルデ』巻末に収
録された高辻による「成立史とあらすじ」より 142頁を引用。



















































































28 Gerhard Schulz : Romantik. Geschichte und Begriff. München : Verlag C. H.



















お わ り に
『トリスタン』を創作する前，ヴァーグナーは四部作『ニーベルングの指輪』
（Der Ring des Nibelungen）の創作に取り組んでいた。しかしこの超大作が
世に認められる自信がなかったヴァーグナーは，「手っ取り早く舞台にかけら
────────────
29 Wagner : Tristan und Isolde. In : Borchmeyer（Hg.）：Dichtungen und
Schriften. Bd. 4. S. 82.
30 Cosima Wagner（Ediert und kommentiert von Martin Gregor-Dellin und Diet-
rich Mack）：Die Tagebücher. Bd. 4. München : R. Piper & Co. Verlag, 1976,
S. 1029.
７２ 『トリスタンとイゾルデ』における「愛の死」の考察
れる作品」について考えるようになり，『トリスタン』創作に至った（31）。結果
的には『トリスタン』も，作劇的，音楽的に従来の作品から進化を遂げた大作
となり，後世の音楽家や作家に多大な影響を与えることになった。
「救済」のモチーフに着目すると，『トリスタン』も「ロマン派オペラ三部
作」の流れを受け継いでおり，ヴァーグナーの作品において「女性による男性
の救済」が重要なモチーフであり続けていることが窺える。「救済」のモチー
フは，ヴァーグナーの最後の作品『パルジファル』（Parsifal, 1882年初演）
にも表れている。ただ，『パルジファル』においては救済者が救済を求めてお
り，『トリスタン』までの作品とは異なった「救済」の形が描かれているよう
に思われる。この点についての考察は今後の課題としたい。
──大学院文学研究科博士課程後期課程──
────────────
31 三光長治・高辻知義・三宅幸夫訳『ワーグナー トリスタンとイゾルデ』巻末に収
録された高辻による「成立史とあらすじ」より 142頁を参照。
７３『トリスタンとイゾルデ』における「愛の死」の考察
